
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和5年度

円 円 円 円 円 円
事業費 41,005,800

交付金額 41,005,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本市が保有する高規格救急自動車は、救急業務の高度化、また効果的運営
を図り地域住民福祉の向上及び市民の生命・財産を保護することを目的に活
用しているが、本車両はJA共済から寄贈を受けて１０年が経過し、経年劣化によ
る不具合が度々生じ、出動に支障を来す恐れがある。
　このため、本車両の更新を行い、今後も安定的に使用できるよう措置すること
で、救急業務の高度化、また効果的運営を図るとともに、地域住民福祉の向上
及び市民の生命・財産の保護を維持する。
（参考指標）
令和４年度故障・不具合回数：２回／年

【補助事業の成果及び評価】

今後も本市の消防力の現状や、市民ニーズを把握しながら、事業を実施してい
く。

無

高規格救急自動車　１台

令和５年度

　本車両の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の
方法（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）により、地
域住民へ周知を図った。
（１）本車両へ記載
（２）本市ホームページへの掲載

　本事業を実施したことにより、救急業務の高度化、また効果的運営を図るとともに、
地域住民福祉の向上及び市民の生命・財産の保護を維持することができた。
　故障・不具合回数：０回／年

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

高規格救急自動車購入

沖縄市長

沖縄市泡瀬地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

41,005,800

41,005,000





















補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２８年度 令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,348,000 68,860,000

交付金額 3,000,000 67,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

72,208,000

70,000,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

町道８２号線整備工事

嘉手納町長

嘉手納町字水釜地内

町道８２号線は、昭和６１年に供用開始したものであり、現在、老朽化によるアス
ファルトのひび割れ、不陸及び側溝の破損が激しく、地域住民の安全で円滑な道
路交通に支障を来している。

このため、本事業により当該道路を整備し、地域住民の安全で円滑な道路交通
を確保するものである。

【補助事業の成果及び評価】

今後、定期的に点検及び整備を行い、地域住民の安全で円滑な道路交通の
確保に努め、活用を行っていく。

無

道路整備工事　車道　L=240m、W=6.5m

平成２８年１月～令和５年４月

　１）　町ホームページ（６月掲載済み）
　２）　町広報誌（令和５年６月号掲載済み）
　３）　工事看板へ記載済み

　地域住民の安全で円滑な道路交通の確保について、地域住民にアンケート調査
を実施した結果、本事業について「満足・やや満足」との回答が多く得られたことか
ら、成果の目標は達成できたと考える。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 113,960,000

交付金額 111,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

引き続き、教育環境の維持保全に努める。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　整備後、教員へアンケートを実施したところ、屋上防水工事についての改善の判
断は時期的に出来なかったが、「ベランダも大切に使おうという気持ちで扱ってい
る」、「外観が明るくなることで気分も明るくなる」、「学校が綺麗になっている」、「安全
が確保されたので、安心して外で遊ばせたり、教育活動の実施が行える」などの好
意的な意見が寄せられ、安心・安全な教育環境の改善に繋がったことを確認できた
ため、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

1)工事看板へ表示
2）町の広報誌へ掲載（令和６年６月掲載済み）

外壁塗装工事　一式
屋上防水工事　一式

令和５年度

事業費及び交付金額

計

113,960,000

111,000,000

　嘉手納小学校校舎は、竣工から約３０年が経過しており、外壁及び屋根屋上
について広範囲に劣化しており、安全上・機能上の低下の兆しがみられる。
　このことから、外壁塗装及び屋上防水工事を行うことで、建物の長寿命を図り、
安心・安全な教育環境を改善する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納小学校外壁塗装等改修工事

嘉手納町長

嘉手納町字嘉手納地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 10,780,000

交付金額 10,500,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　ロータリープラザでは、経年劣化により空調機などの設備において冷媒ガス漏
れや異音等の不良があり温度管理や換気などについて機能低下がみられる。
　経年劣化による機能の不良や機能低下等の改善と現在のニーズに対応する
ため、施設全体の改修工事を行い利便性と機能向上を図る。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

ロータリープラザ改修工事実施設計

嘉手納町長

嘉手納町字嘉手納地内

実施設計業務

令和５年７月から令和６年３月

事業費及び交付金額

計

10,780,000

10,500,000

　工事完成後も利用者が快適に使用することができるよう維持管理し、中央公
民館の利便性向上に努める。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　町広報誌へ掲載することにより地域住民への周知を行った。
　令和６年８月に入札を実施し、同年９月から工事に着手した。

【地域住民への周知の実施状況】

１） 町の広報誌へ掲載済み。（令和６年６月号）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 6,325,000

交付金額 6,325,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

今後も利用者が快適に使用することができるよう維持管理し、中央公民館舞台
の利便性向上に努める。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　整備後、舞台利用者へ整備状況の満足度調査のアンケートを実施した結果、す
べてのアンケートにおいて「満足」及び「やや満足」との回答となっている。
　中央公民館舞台の利便性の向上に繋がったことが確認できたため、本事業の成
果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

１） 町のＨＰへ掲載。（令和５年９月）
２） 町の広報誌へ掲載。（令和６年６月号掲載）

舞台幕地備品購入　一式

令和５年６月から令和５年９月

事業費及び交付金額

計

6,325,000

6,325,000

　現在の舞台幕地は経年劣化により破損及びカビの発生があり、舞台幕を使用
すると破損部分やカビが目立つため使用を控える利用者が多い状況である。
　老朽化した舞台幕地を更新することで、中央公民館舞台の利便性の向上を
図り環境整備に寄与する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納町中央公民館舞台幕地購入

嘉手納町長

嘉手納町字嘉手納地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成30年度 令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 16,622,590 18,810,000

交付金額 16,030,000 18,300,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　町道１０１号線は、整備後３５年が経過し、現在、老朽化によるアスファルトのひび
割れ、不陸及び側溝の破損等が激しく、地域住民の安全で円滑な道路交通に支
障を来している。
このため、本事業により当該道路を整備し、地域住民の安全で円滑な道路交通を
確保するものである。

【補助事業の成果及び評価】

今後、定期的に点検及び整備を行い、地域住民の安全で円滑な道路交通の確保
に努め、活用を行っていく。

無

道路整備工事　L＝９８ｍ　W＝６ｍ

平成３０年８月～令和６年３月

１） 町ホームページへ掲載。
２）町広報誌2024年6月に掲載
３） 工事看板へ記載。

　地域住民の安全で円滑な道路交通の確保について、地域住民にアンケート調査を実
施した結果、本事業について「満足・やや満足」との回答が多く得られたことから、成果
の目標は達成できたと考える。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

町道１０１号線整備工事

嘉手納町長

嘉手納町字兼久地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

35,432,590

34,330,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和３年度 令和４年度 令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 6,930,000 6,496,236 15,620,000

交付金額 6,700,000 6,000,000 15,200,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

29,046,236

27,900,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

町道105号線整備工事

嘉手納町長

嘉手納町字屋良地内

　今回整備を行う新設道路は、現在、老朽化によるアスファルトのひび割れ、排水
機能の低下及び不陸が激しく、地域住民の安全で円滑な道路交通に支障を来た
している。
　このため、住民からの要望もあり、本事業により当該道路を町道認定し、整備を行
い、地域住民の安全で円滑な道路交通を確保するものである。

【補助事業の成果及び評価】

今後、定期的に点検及び整備を行い、地域住民の安全で円滑な道路交通の確保
に努め、活用を行っていく。

無

道路整備工事　L＝１０７ｍ　　W＝４ｍ

令和３年７月～令和６年１月

１） 町ホームページへ掲載。
２）町広報誌2024年6月に掲載
３） 工事看板へ記載。

　地域住民の安全で円滑な道路交通の確保について、地域住民にアンケート調査を
実施した結果、本事業について「満足・やや満足」との回答が多く得られたことから、成
果の目標は達成できたと考える。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 19,344,600

交付金額 19,344,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　現在の第三保育所は、1978年度（昭和53年度）に建設され築後40年余が経
過しており、同施設の老朽化と現在の保育ニーズに対応するため、令和元年度
に第三保育所の建替えに向けての基本計画が策定された。
　本事業において備品を購入し、第三保育所全体を整備することができ、安全
の確保と子育て施設の環境整備を図ることを目的とする。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

第三保育所備品購入

嘉手納町長

嘉手納町字水釜地内

備品購入　園舎備品、ロールカーテン・ブラインド　一式
　　　　　　　厨房機器　一式

令和５年８月から令和５年１０月

事業費及び交付金額

計

19,344,600

19,344,000

購入した備品の適正な維持管理を行い、健全な子育て施設の環境整備に努め
る。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　備品購入後、保育園関係者（保護者及び職員）に対し、「新園舎及び備品の整備
が子どもたちの安全の確保と子育て環境の向上に役立ったか」についてアンケート
調査を実施した結果、88.6％が「とてもそう思う」又は「そう思う」の回答であった。ま
た、「あまりそうは思わない」との回答が11.4％と一定数あったが、これらは新園舎に
おける保育の運用が確立されていないことに対する職員からの意見によるもので
あった。
　以上のアンケート調査結果により、備品の購入が子どもの安全の確保と子育て施
設の環境整備に繋がったと保育関係者より確認できたことから、本事業の成果は得
られたと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

・本町ホームページに掲載した。
・本町広報誌（令和６年６月号）へ掲載した。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

円 円 円

58,080,000

55,000,000

58,080,000

55,000,000

　近年、水道事業において東日本大震災を教訓とした災害対策の強化
が求められており、当町においても生活基盤である水の確保の重要性
に鑑み、耐震化整備がなされていない配水管の整備を早急に実施する
必要がある。
　本事業体において、地震等災害時の水道施設被害を未然に防止し、
安定的なライフラインを確保することで、地域住民の生活基盤の改善を
図る。

配水管布設替工事　水道配水用ポリエチレン管
L＝665.8ｍ

令和５年８月から令和６年３月

令和５年度 計

【補助事業の成果及び評価】

本事業で、管路の更新と併せて耐震化を図ったことで、安全な飲料水を
より安定的に供給することができ、町民の公衆衛生と生活環境の向上に
寄与することができた。

水道管総延長：54，411ｍ
耐震管延長（令和4年度まで実施の延長）：33，013ｍ（耐震化率：60.7%）
耐震管延長（令和5年度まで実施の延長）：33，678ｍ（耐震化率：61.9%）
耐震化率が約1.2％上昇

【地域住民への周知の実施状況】

1）工事看板に記載。
2）町広報誌へ掲載。

引き続き管路の更新と併せて耐震化を行い、災害に強い水道施設の整
備を促進する。

無

事　　業　　評　　価　　書
付紙様式第２

事業費及び交付金額

町道６５号線・７１号線・１０１号線配水管布設替工事

嘉手納町長

嘉手納町地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度 令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,982,000 71,722,200

交付金額 3,900,000 70,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

75,704,200

73,900,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納町商工業研修等施設改修工事

嘉手納町長

嘉手納町字嘉手納地内

　本施設は、商工業活動を強化し、町民経済の向上と商工業従事者の育成を図
り、地域産業の振興に資するために昭和62年に設置された施設である。
　今年で築35年以上経過しており、機器などの老朽化も著しく、内容も更新されて
いないことから、本事業により改修を行うことで商工業の振興を引き続き実施できる
環境の維持を図る。

【補助事業の成果及び評価】

今後、施設の定期的な点検及び整備を行い、利用者へのより良いサービスの提供
及び地域産業の振興を引き続き図っていく。

無

実施設計一式、改修工事（昇降機改修工事、設備改修工事）一式

令和４年１２月～令和６年３月

１） 町ホームページへ掲載済み
２）町広報誌（2024年6月）掲載済み
３）工事看板へ記載済み

　施設の改修後、施設管理者及び施設利用者にアンケート調査を実施した結果、本事
業について「満足・やや満足」との回答が多く得られたことから、成果の目標は達成でき
たと考える。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 96,250,000

交付金額 96,250,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　現在の第三保育所は、1978年度（昭和53年度）に建設され築後40年余が
経過しており、同施設の老朽化と現在の保育ニーズに対応するため、令和
元年度に第三保育所の建替えに向けての基本計画が策定された。
　本事業において園庭を整備することで、第三保育所全体を整備することが
でき、安全の確保と子育て施設の環境整備を図ることを目的とする。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

第三保育所園庭等整備工事

嘉手納町長

嘉手納町字水釜地内

整備工事（園庭等）　A＝1,130.0㎡

令和５年１０月から令和６年３月

事業費及び交付金額

計

96,250,000

96,250,000

　アンケート調査結果において「完成した園庭は、子育て環境の向上に役
立つと感じるか」との設問に、「あまりそうは思わない」との回答が11.2％と一
定数あったが、意見の多くが２歳以下の遊具の設置を要望するものであっ
た。園庭整備計画上では、可能な限り固定遊具の設置は少なくし、自然と触
れ合う環境の整備することとしていることから、運用方法等により全年齢の園
児が楽しめる園庭環境を整備する。
　また、整備した園庭は、適正な維持管理を行い、健全な子育て施設の環
境整備に努める。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　園庭整備後、保育所関係者（保護者及び職員）に対し、「完成した園庭は、
子育て環境の向上に役立つと感じるか」についてアンケート調査を実施した結
果、88.8％が「とてもそう思う」又は「そう思う」の回答であった。
　以上のアンケート調査結果により、園庭の整備が子育て施設の環境整備に
繋がったと保育所関係者より確認できたことから、本事業の成果は得られたと
評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

・工事看板へ記載した。
・本町ホームページに掲載した。
・本町広報誌（令和６年６月号）へ掲載した。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 5,225,000

交付金額 5,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

老朽化した児童生徒用机・椅子を使用している児童生徒が、椅子のぐらつきや
机天板の破損により集中できず、授業に支障をきたしている状況である。児童
生徒用の机・椅子の更新を行うことで、快適な授業運用が確保され、教育環境
の改善に寄与する。

【補助事業の成果及び評価】

引き続き、授業環境の維持保全に努める。

無し

児童生徒用机　　 １９０台
児童生徒用椅子　１９０台

令和５年度

　１）町の広報誌へ掲載（令和６年６月掲載済み）
　２）備品に「令和５年度沖縄防衛局調整交付金事業」と表示する（表示済み）

購入後、『机の面の凸凹が無くなり、学習がスムーズになった。』、『ぐらつきによる怪
我の防止にも繋がっている。』、『高さが揃い、グループ学習がしやすくなった。』、
『環境が整ったことで、児童に整頓しようきれいに使おうという態度が見られる。』など
購入した備品に対し、好意的な意見が寄せられ、教育環境の改善に繋がったことを
確認できたため、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納町立小中学校備品購入

嘉手納町長

嘉手納町地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

5,225,000

5,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 5,962,000

交付金額 5,962,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

今後も利用者が快適に使用することができるよう維持管理し、中央公民館の利
便性向上に努める。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　整備後、利用者へ整備状況の満足度調査のアンケートを実施した結果、92％が
「満足」及び「やや満足」との回答となっている。
　中央公民館利用者の利便性の向上に繋がったことが確認できたため、本事業の
成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

１） 町のＨＰへ掲載。（令和６年２月）
２） 町の広報誌へ掲載。（令和６年６月号）

会議用テーブル：50台、イス：300脚

令和５年１２月から令和６年２月

事業費及び交付金額

計

5,962,000

5,962,000

　現在、中央公民館にある会議テーブル及びイスは、経年劣化による破損があ
り、大人数での利用時には備品が不足する状況である。
　老朽化した会議テーブル及びイスを購入することで、中央公民館利用者の利
便性の向上を図り環境整備に寄与する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納町中央公民館備品購入

嘉手納町長

嘉手納町字嘉手納地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 55,649,354

交付金額 50,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本町では「運動遊びの工夫」「言葉による伝え合い」を幼稚園の実践項目とし
て掲げ、幼稚園において生きる力の基礎を育むために４園を運営している。
　本事業を実施し、幼児の安定した園生活のための環境を整備し、円滑な幼稚
園経営を維持することを目的とする。

【補助事業の成果及び評価】

今後も継続しての事業を実施。

無

幼稚園教諭の給料及び報酬　２２名

　令和５年度

本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法（防
衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示を含む。）により周知を行っ
た。
（１）町広報誌　2024年6月号に掲載予定
（２）ホームページに掲載

本事業を実施したことにより、幼児の安定した園生活のための環境を整備し、円滑
な幼稚園経営を維持することができた。また、事業実施期間中の教育日数は１３０日
で、安定的な幼稚園経営を行えたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

幼稚園管理事業

北谷町長

北谷町地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

55,649,354

50,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 44,487,391

交付金額 38,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　学校給食は、身体の発育期における児童生徒にバランスのとれた栄養ある食
事を提供し、健康増進及び体位の向上を図るものであり、教育の場である学校
等で児童生徒が一緒に喫食することは大切なことである。学校給食は学校生活
を豊かにするとともに、良い食習慣を身につけさせ、好ましい人間関係を育成
する等、教育効果を高めるものである。
　本町では、１日あたり約３６００食の給食を調理・提供しており、多くの調理師を
確保し大型の厨房機器を使用して調理している。
　調理用釜や炊飯設備等の大型機器を稼働させるため、燃料や水及び電気等
も多く消費している。
　本事業を実施することで、今後も安定的に学校給食を提供できる環境の維持
を図る。

【補助事業の成果及び評価】

　今後も安定的に学校給食を提供できる環境を維持する。

　無

　調理員の給料及び手当　１７名　　調理設備に関する燃料費及び光熱水費

　令和５年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を以下に記
載（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）し、地域住民
へ周知した。
　①　町広報誌へ掲載（広報ちゃたん６月号）
　②　町ホームページ

　本事業を実施したことにより、調理員それぞれが児童生徒の心身の健全な発達の
ため、学校給食事業を行うことができた。燃料費等物価高騰に対しても、安定的に
学校給食を提供できる環境を維持することができたと評価する。
  また、学校給食を提供された児童生徒数は幼稚園２１４人、小学校２，０３０人、中
学校９９８人の計３，２４２人となっている。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

学校給食センター管理事業

　北谷町長

北谷町字桑江地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

44,487,391

38,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円

事業費 35,850,020

交付金額 31,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本町には３３園の都市公園があり、子どもや高齢者をはじめ、様々なイ
ベント等で多くの町民が利用している。これらの公園を誰もが安全で安心
して利用できるよう、遊具やベンチの維持補修管理、街灯や公衆トイレ等
電気水道設備の維持管理を行っている。
　本事業を実施することで、今後も安定的な施設の維持運営を図ることを
目標とする。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　都市公園施設維持管理事業

　北谷町長

　北谷町地内

　今後も公園施設の街灯や公衆トイレ等電気水道設備の維持管理を適切に
行い、公園施設の安定的な運営、施設利用者への安心安全な環境づくりに
努める。

　無

　公園施設の光熱水費、清掃委託料

　令和５年度

事業費及び交付金額

計

35,850,020

31,000,000

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、公園施設の安定的な運営、施設利用者への安心
安全な環境を提供することができた。また、施設利用者及び地域住民にアンケー
ト調査を実施した結果、「照明や街灯に防犯面の向上及び利便性の良さを感じて
いる(90%)」、「公衆トイレ及び手洗い場等の水道設備に利便性の良さを感じて
いる(90%)」との回答を得ており、目標を達成できていると評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下の方法
（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）により、本
事業に係る地域住民への周知を行った。
（１）　町公式ホームページへ5月掲載
（２）　町広報誌「広報ちゃたん 2024年6月号」へ掲載



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円

事業費 8,386,400

交付金額 8,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　今後もAED及び椅子、テーブル等の維持管理を適切に行い、大会やイベ
ント等の円滑な運営、施設利用者への安心安全な環境づくりに努める。

　無

　AED 1台、 椅子 200脚、 テーブル 110台、 収納台車(椅子用) 8台

　令和５年度

事業費及び交付金額

計

8,386,400

8,000,000

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、大会やイベント等の円滑な運営、施設利
用者へ安心安全な環境を提供することができた。
　整備後１年間(R5.10～R6.9)の各運動施設の利用件数、利用者数を月次
報告書で確認したところ、3施設(野球場、陸上競技場、屋内運動場)の1年
間の合計利用件数は1,355件、合計利用人数は147,900人であった。よっ
て、大会やイベント等の円滑な運営に寄与することができたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
　AED及び椅子、テーブル等の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金に
よる事業である旨を以下に記載し、本事業に係る地域住民への周知を行っ
た。
（１）　町公式ホームページへ4月掲載
（２）　町広報誌「広報ちゃたん 2024年4月号」へ掲載

　北谷公園内にある各運動施設(野球場、陸上競技場、屋内運動場)の椅子
及びテーブル等の備品は、経年劣化により取替えの時期に達しており、野
球場のAEDについても耐用年数を迎えるため更新が必要となる。
　本事業により施設の椅子等の備品購入及びAEDの更新を行うことで、今
後も大会やイベント等を円滑に運営し、施設利用者の安心安全な環境の整
備、災害時等での活用、救急体制の強化を図ることを目的とする。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　公園施設設備用備品購入

　北谷町長

　北谷町字美浜地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円

事業費 5,542,505

交付金額 4,000,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

　本事業で、これらの物品を購入、設置することにより、園児、児
童及び生徒が安心安全な学校生活を送ること、また体育館利用者の
救急体制を強化することを目的とする。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　消火器・ＡＥＤ整備購入

　北谷町長

　沖縄市南桃原、北谷町字吉原、字桑江、字宮城

　今後も消火器・ＡＥＤの維持管理を適切に行い、利用者が安心し
て利用しやすい環境の保全に務める。

　無

　消火器　２４５本　　ＡＥＤ　４台

　令和５年度

事業費及び交付金額

計

5,542,505

4,000,000

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、安心安全な学校環境を整備するこ
とができた。
　整備後、消火器は半年に１回実施される消防設備点検の結果か
ら、適切な管理が確認出来た。ＡＥＤは１年間、体育館での授業実
施日数、体育館施設借用日数から、設置の必要性が確認出来た。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を
以下の方法（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲
示も含む。）により、地域住民への周知をを行った。
（１）　消火器・ＡＥＤへの表示済み
（２）　町広報誌「広報ちゃたん２月号」に掲載済み



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

円 円 円 円 円

事業費 4,231,000 － － － 15,633,200

交付金額 4,231,000 － － － 15,633,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　今後も、車両の安全かつ円滑な通行に支障を来たす農道について、地域住
民の要望を踏まえ計画的に改善に努める。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、車両の安全かつ円滑な通行を図ることが
できた。本事業完了後、アンケート調査を実施したところ、「走行性が良
くなった。粉塵がなくなった。」との回答が多数あったことから、本事業
の成果目標を達成できたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を本市
ホームページ及び工事用看板（防衛省と地域社会との協力を象徴するエン
ブレムの掲示を含む。）へ記載し、地域住民への周知を図った。

実施設計、整備工事　農道L=235.0m、W-4.0m

令和元年度から令和５年度

事業費及び交付金額

計

19,864,200

19,864,000

　本農道は、菊や花卉類の農作業において頻繁に利用されている道路で
あり、また周辺住民の生活道路であるが、未舗装であるため、道路が洗
堀されており、車両の通行に支障を来している状況である。
　このため、本事業により舗装整備を行うことで車両の安全かつ円滑な
通行を図ることができ、地域農業の振興かつ生活環境の向上に寄与する
ものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

羽地地区農道整備工事(羽地中部支線6号農道)

名護市長

名護市字　仲尾　地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の
目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

久辺小学校ほか１校物品購入

名護市長

名護市字豊原地内

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、音楽の授業等を安定的に行える環境を整備する
ことができた。このことについて、小学校及び中学校の教師へアンケートを実施
したところ、「これまでのピアノでは老朽化で授業に支障があったが、新規で購
入することによりその支障が解消された。」や「整備された時期が２月下旬で日
が浅く、体育館設置なので、卒業式の歌の練習等での活用がされたところです。
新品は弾き慣らさないと音が出なくなるという事で、地域連携で高専の学生に依
頼して弾きに来てもらったりしました。」等の回答が得られており、安定的に授
業を行える環境が整ったと評価する。

【地域住民への周知】
　保護者及び地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業である旨を市ホームページへ掲載して周知を図った。（防衛省と地域
社会との協力を象徴するエンブレムの掲示を含む。）

今後とも安定した学校運営のため、整備した備品を適切に管理していく。

　
○　久辺小学校(音楽室)

　上記の学校にあるアップライトピアノは、音が演奏者側にしか反響しないような
構造となっているため、個人の住宅等限られた設置面積の演奏に適しているが、体
育館、教室等広い空間での演奏には適していないため、名護市教育委員会の方針と
してグランドピアノを整備する。
　また、老朽化により弦をたたくハンマーの動きが悪く、連続で鍵盤を引くと音が
鳴らない不具合がある。

○　久辺中学校(体育館)

　上記の学校にあるアップライトピアノは、音が演奏者側にしか反響しないような
構造となっているため、個人の住宅等限られた設置面積の演奏に適しているが、体
育館、教室等広い空間での演奏には適していないため、名護市教育委員会の方針と
してグランドピアノを整備する。
　また、アップライトピアノ（縦型ピアノ）では、音量に限界があり体育館のキャ
パに合わない。基本的にマイクを使用しての演奏は、演奏者に高度な技量が求めら
れるため本校の実態（生徒の演奏技術）に合わない。また、ピアノ伴奏の音量が小
さいと校歌斉唱など歌声も小さくなってしまうため、改善したい。

　以上の課題改善に向け、本事業によりグランドピアノを購入、設置することで授
業を安定的に行える環境を整備する。

グランドピアノ　２台　（ピアノ専用イス含む）

令和５年度

円 円 円

事業費及び交付金額

無

令和５年度 計

事業費 3,960,000 3,960,000

交付金額 3,960,000 3,960,000

円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 4,697,000

交付金額 4,697,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注　：　１　　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額 （交付金・市
　　　　　　町村費等・その他・運用益・計） 、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　　　２　　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　　　　を記載すること。

　地域住民への理解を図るため、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業で
ある旨を以下のように周知。
　１　市ホームページへ掲載済み
　２　工事の際、看板へのエンブレム表示済み
　３　名護市消防年報へ記載済み

　火災発生時に安定した消防活動を実施するため、計画的な維持管理を徹底する。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

4,697,000

【補助事業の成果及び評価】
　公設消火栓数が４４７基から４５１基となり消防水利整備率が６４．３％から６４．８％
へ向上した。このことにより伊差川地区、宇茂佐地区、宇茂佐の森地区の火災発生
時における迅速な消防活動を構築することが可能となった。

・３年毎に行われる消防施設整備計画実態調査への回答（令和７年度予定）

【地域住民への周知の実施状況】

〇１、事業概要
　火災発生時の初期消火や消防活動に支障が生じないよう、適切な位置に計
画的に消火栓を整備する。

○２、事業実施の背景
　水道法２４条にて水道事業者の消火栓設置義務及び市町村の費用負担が定
められている。本市の消防水利算定数における整備率は６４．３％となっており、
全国平均７８．７％を下回っている現状がある。総務省消防庁より全国平均を早
期に上回る整備計画を作成し、整備促進を図る様にとの通知もあることから、本
事業において、消防水利を設置することにより、災害等から市民の生命、身体
及び財産を保護するともに、迅速な消防活動を構築し災害による被害の軽減を
図る。

整備工事　地下式消火栓4基

令和５年度

計

4,697,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

消防水利整備工事

名護市長

名護市伊差川地区、宇茂佐地区、宇茂佐の森地区
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